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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  液晶表示装置において、画素電極電柱に与え
る周囲にゲート線電圧またはデータ線電圧の影響を遮断
して表示品質を向上させる。
【解決手段】  絶縁第１基板と、第１基板上に一方向に
形成されている第１配線と、第１配線と絶縁されて交差
している第２配線と、第１配線と第２配線とが交差して
構成する画素領域内に形成されており、複数個の小部分
とこれら小部分を電気的に連結する連結部とからなる画
素電極と、第１配線、第２配線及び画素電極に連結され
ているスイッチング素子と、第２配線と絶縁されて交差
していて多数の枝電極を有する第３配線と、第１基板と
対向する第２基板と、第２基板に形成されている共通電
極と、第２基板に形成されているドメイン分割手段とを
含み、画素電極の各小部分は第１配線または第２配線と
並ぶ長辺と短辺とを有し、第１配線及び第２配線と隣接
した各小部分の長辺との間に前記第３配線が位置してい
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】絶縁第１基板、
前記第１基板上に一方向に形成されている第１配線、
前記第１配線と絶縁されて交差している第２配線、
前記第１配線と第２配線とが交差して構成する画素領域
内に形成されており、複数個の小部分とこれら小部分を
電気的に連結する連結部とからなる画素電極、
前記第１配線、第２配線及び画素電極に連結されている
スイッチング素子、
前記第２配線と絶縁されて交差していて多数の枝電極を
有する第３配線、
前記第１基板と対向する第２基板、
前記第２基板に形成されている共通電極、
前記第２基板に形成されているドメイン分割手段含み、
前記画素電極の各小部分は前記第１配線または前記第２
配線と並ぶ長辺と短辺とを有し、前記第１配線及び第２
配線と隣接した前記各小部分の長辺との間に前記第３配
線が位置している液晶表示装置。
【請求項２】前記第３配線は前記画素電極の各小部分の
長辺と一部分が重なっている、請求項１に記載の液晶表
示装置。
【請求項３】前記第３配線は前記第２配線と隣接した前
記画素電極の各小部分の短辺と重なっている、請求項１
または２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】前記第３配線は前記画素電極の短辺と少な
くとも３μｍ以上離れている、請求項３に記載の液晶表
示装置。
【請求項５】前記第３配線は前記第１配線と同一層に同
一物質で形成されている、請求項４に記載の液晶表示装
置。
【請求項６】前記第３配線は前記第１配線と並ぶ第１枝
電極と前記第２配線と並ぶ第２枝電極とを含み、前記第
１枝電極は前記画素電極の小部分と小部分の間に位置す
る部分とを含む、請求項５に記載の液晶表示装置。
【請求項７】前記画素電極は第１乃至第３小部分からな
り、前記第１小部分は前記第２配線と並ぶ辺が前記第１
配線と並ぶ辺に比べて長く、前記第２小部分と前記第３
小部分は前記第２配線と並ぶ辺が前記第１配線と並ぶ辺
に比べて短く、前記第２電極は前記第１小部分とは重畳
しないか一部が重畳して前記第２及び第３小部分とは重
複する、請求項６に記載の液晶表示装置。
【請求項８】前記第３配線には共通電極電位が印加され
る、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項９】横方向に形成されているゲート線、前記ゲ
ート線と絶縁されて交差しているデータ線、前記ゲート
線と前記データ線とが交差して構成する画素領域内に数
個の小部分からなる画素電極及び前記データ線と絶縁さ
れて前記ゲート線と同一層に形成されて多数の枝電極を
有する維持電極を含む液晶表示装置において、
前記維持電極は前記ゲート線またはデータ線と隣接した
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前記画素電極の各小部分の長辺との間では前記画素電極
と重畳しないか一部が重畳して位置し、前記ゲート線ま
たはデータ線と隣接した前記画素電極の各小部分の短辺
との間では前記画素電極と完全に重畳するか少なくとも
３μｍ以上離れて位置することを特徴とする液晶表示装
置。
【請求項１０】前記維持電極は前記画素電極の小部分と
小部分の間に位置する部分とをさらに含む、請求項９に
記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は液晶表示装置に関
し、特に広視野角を得るために画素領域を多数の小ドメ
インに分割する垂直配向液晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】液晶表示装置は一般に共通電極とカラー
フィルターなどが形成されている上部基板と、薄膜トラ
ンジスタと画素電極などが形成されている下部基板との
間に液晶物質を注入して画素電極と共通電極とに互いに
異なる電位を印加することによって電界を形成して液晶
分子の配列を変更させ、これにより光の透過率を調節す
ることによって画像を表現する装置である。この時、例
えば透過形の場合には、上部基板の上と下部基板の下に
は各々偏光板が設置されていて、液晶層を通過して出る
光の偏光状態によって光の透過率が変化するようになっ
ている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかし、液晶表示装置
は視野角が狭いのが大きな短所である。このような短所
を克服しようと視野角を広めるための様々な方案、例え
ばドメイン分割など、が開発されているが、その中で
も、特開平１１－２５８６０６号のように液晶分子を上
下基板に対して垂直に配向し、画素電極とその対向電極
である共通電極に一定の切欠パターンを形成したり突起
を形成する方法がドメイン分割手段として有力である。
【０００４】切欠パターンを形成する方法は画素電極と
共通電極とに各々切欠パターンを形成し、これら切欠パ
ターンによって形成されるフリンジフィールド（ｆｒｉ
ｎｇｅ  ｆｉｅｌｄ）を用いて液晶分子が横になる方向
を調節することによって視野角を広める方法である。
【０００５】突起を形成する方法は上下基板上に形成さ
れている画素電極と共通電極上に各々突起を形成するこ
とによって、突起によって歪曲される電気場を用いて液
晶分子が横になる方向を調節する方式である。
【０００６】他の方法としては、下部基板上に形成され
ている画素電極には切欠パターンを形成し、上部基板に
形成されている共通電極上には突起を形成して切欠パタ
ーンと突起とによって形成されるフリンジフィールドを
用いて液晶が横になる方向を調節することによってドメ
インを形成する方式である。
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【０００７】一方、画像信号と走査信号とを伝達するた
めにゲート線とデータ線を各々行と列の方向に長く形成
し、これらが交差して形成される四角形領域に画素電極
と薄膜トランジスタとを配置する。しかし、ゲート線と
データ線とに沿って伝達される画像信号と走査信号とが
隣接した画素電極の電位に影響を与えてドメインの安定
性を悪くし、表示品質を低下させる。
【０００８】本発明が目的とする技術的課題は、画素電
極電位に与える周囲のゲート線電圧またはデータ線電圧
の影響を遮断して表示品質を向上させることである。
【０００９】
【課題を解決するための手段】このような課題を解決す
るために本発明は、配線と画素電極の間に維持配線を平
面的または立体的に配置してシールド効果を生じさせ
る。もちろん、他の定電圧配線でもよい。
【００１０】具体的には、絶縁第１基板、前記第１基板
上に一方向に長く形成されている第１配線の群、前記第
１配線と絶縁されて交差している第２配線の群、前記第
１配線と第２配線とが交差して構成する画素領域内に形
成されており、複数個の小部分とこれら小部分を電気的
に連結する連結部とからなる画素電極、前記第１配線、
第２配線及び画素電極に連結されているスイッチング素
子、前記第２配線と絶縁されて交差していて多数の枝電
極を有する第３配線、前記第１基板と対向する第２基
板、前記第２基板に形成されている共通電極、前記第２
基板に形成されているドメイン分割手段を含み、前記画
素電極の各小部分は前記第１配線または前記第２配線と
並ぶ長辺と短辺とを有し、前記第１配線及び第２配線と
隣接した前記各小部分の長辺との間に前記第３配線が位
置している液晶表示装置を設ける。
【００１１】この時、前記第３配線の一部が前記画素電
極の各小部分の長辺と重畳する構成とすることが可能で
あり、前記第３配線は前記第２配線と隣接した前記画素
電極の各小部分の短辺と重畳する構成とすることができ
るが、前記第３配線は前記画素電極の短辺から少なくと
も３μｍ以上離れているのが好ましい。また、前記第３
配線は前記第１配線と同一層に同一物質で形成するのが
好ましく、前記第３配線は前記第１配線と並ぶ第１枝電
極と前記第２配線と並ぶ第２枝電極を含み、前記第１枝
電極は前記画素電極の小部分と小部分の間に位置する部
分とを含むのが好ましい。一方、前記画素電極は第１乃
至第３小部分からなり、前記第１小部分は前記第２配線
と並ぶ辺が前記第１配線と並ぶ辺に比べて長く、前記第
２小部分と前記第３小部分は前記第２配線と並ぶ辺が前
記第１配線と並ぶ辺に比べて短く、前記第２電極は前記
第１小部分とは重畳しないか一部が重畳し、前記第２及
び第３小部分とは重畳する構成とすることができる。ま
た、前記第３配線には共通電極電位を印加することがで
きる。
【００１２】また或る場合には、横方向に形成されてい
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るゲート線、前記ゲート線と絶縁されて交差しているデ
ータ線、前記ゲート線と前記データ線が交差して構成す
る画素領域内に数個の小部分からなる画素電極及び前記
データ線と絶縁されて前記ゲート線と同一層に形成され
て多数の枝電極を有する維持電極を含む液晶表示装置に
おいて、前記維持電極は前記ゲート線またはデータ線と
隣接した前記画素電極の各小部分の長辺との間では前記
画素電極と重畳しないか一部が重畳して位置し、前記ゲ
ート線またはデータ線と隣接した前記画素電極の各小部
分の短辺との間では前記画素電極と完全に重畳するか少
なくとも３μｍ以上離れて位置することを特徴とする液
晶表示装置を設ける。
【００１３】この時、前記維持電極は前記画素電極の小
部分と小部分の間に位置する部分とをさらに含むのが好
ましい。
【００１４】
【発明の実施の形態】次に、図面を参考として本発明の
実施例による液晶表示装置について説明する。
【００１５】図１ａは各々本発明の第１実施例による液
晶表示装置用薄膜トランジスタ基板の配置図であり、図
１ｂは各々本発明の第１実施例による液晶表示装置用カ
ラーフィルター基板の配置図であり、図１ｃは各々本発
明の第１実施例による液晶表示装置の配置図であり、図
１ｄは図１ａのＩｄ-Ｉｄ'線による断面図であり、図１
ｅは図１ｂのＩｅ-Ｉｅ'線による断面図である。
【００１６】まず、図１ａと図１ｄとを参考として第１
実施例による透過形液晶表示装置の薄膜トランジスタ基
板について説明する。
【００１７】ガラスなどの透明な絶縁基板（第１基板）
１０上に、図１ａに示すように、横方向（第１方向）に
のびているゲート線（第１配線）２０が形成されてお
り、ゲート線と並んで維持容量線（第３配線）３０が形
成されている。ゲート線２０にはゲート電極２１が突起
の形態で形成されており、維持容量線３０には第１乃至
第４維持電極３１、３２、３３、３４が枝の形態で連結
されている。第１維持電極３１は維持容量線３０に直接
連結されて図の左端で縦方向に形成されており、第２維
持電極３２と第３維持電極３３とは各々第１維持電極３
１に連結されて横方向にのびている。第４維持電極３４
は図の右端で第２及び第３維持電極３２、３３に連結さ
れて縦方向にのびている。ゲート配線２０、２１と維持
容量配線３０、３１、３２、３３、３４上には図１ｄに
示すようにゲート絶縁膜４０が形成されており、ゲート
電極２１上部のゲート絶縁膜４０上には非晶質ケイ素か
らなる半導体層５０が形成されている。半導体層５０の
上にはリンなどのＮ形不純物で高濃度にドーピングされ
た非晶質ケイ素からなる接触層６１、６２が形成されて
いる。両接触層６１、６２の上には各々ソース電極７１
とドレーン電極７２とが形成されており、ソース電極７
１はゲート絶縁膜４０上に図１ａの右端の如く縦方向に
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のびているデータ線（第２配線）７０に連結されてい
る。データ配線７０、７１、７２の上にはドレーン電極
７２を露出させる接触孔８１を有する保護膜８０が形成
されており、保護膜８０の上には接触孔８１を通じてド
レーン電極７２と連結されている画素電極９０が形成さ
れている。画素電極９０はＩＴＯ（ｉｎｄｉｕｍ  ｔｉ
ｎ  ｏｘｉｄｅ）またはＩＺＯ（ｉｎｄｉｕｍ  ｚｉｎ
ｃｏｘｉｄｅ）などの透明な導電物質からなる。この
時、反射形液晶表示装置である画素電極９０はアルミニ
ウムなどの光反射特性が優れている金属物質で構成され
る。
【００１８】この時、画素電極９０は第１乃至第３小部
分９１、９２、９３に分離されており、これら小部分は
連結部９４、９５を通じて互いに連結されてされてい
る。第１小部分９１は隣り合う二つのゲート線２０と二
つのデータ線７０の交差によって定義される画素領域の
下部面に四隅が切断された（以下"面取り"という）長方
形で形成されており、接触孔８１を通じてドレーン電極
７２と直接連結されている。第２及び第３小部分９２、
９３は画素領域の上部面にやはり四隅が切断された長方
形で形成されている。第２小部分９２は第１小部分９１
と第１連結部９４とを通じて連結されており、第３小部
分９３は第２小部分９２と第２連結部９５とを通じて連
結されている。この時、第１小部分９１と第２小部分９
２との間には第２維持電極３２が位置して第２小部分９
２と第３小部分９３との間には第３維持電極３３が位置
し、第１維持電極３１と第４維持電極３４とは画素電極
９０とデータ線７０との間に位置する。第１小部分９１
はデータ線と並ぶ辺がゲート線と並ぶ辺に比べて長く、
第２小部分と第３小部分とはデータ線と並ぶ辺がゲート
線と並ぶ辺に比べて短い。この時、第２及び第３小部分
９２、９３は第１及び第４維持電極３１、３４と重畳さ
れるが、第１小部分９１は第１及び第４維持電極３１、
３４と重畳しない。また、維持容量線３０はゲート線２
０と第３小部分９３との間に位置する。この時、維持容
量線及び維持電極３０、３１、３２、３３、３４には後
述するカラーフィルター基板の共通電極電位が印加され
るのが普通である。
【００１９】以上のように、データ線と画素電極との間
及びゲート線と画素電極との間に共通電位が印加される
維持容量線や維持電極を配置するとデータ線電位とゲー
ト線電位とが画素領域の電界に与える影響を維持容量線
と維持電極とが遮断されて安定したドメインを形成する
ことができる。
【００２０】次に、図１ｂと図１ｅを参考として、本発
明の第１実施例による液晶表示装置のカラーフィルター
基板について説明する。
【００２１】ガラスなどからなる透明な基板１００上に
クロム/酸化クロム二重層からなるブラックマトリック
ス２００が形成されていて画素領域を定義している。各
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画素領域にはカラーフィルター３００が形成されてお
り、カラーフィルター３００の上には透明な導電体から
なる共通電極４００が基板１００前面に形成されてい
る。この時、共通電極４００は第１乃至第３切欠部４１
０、４２０、４３０を有している。第１切欠部４１０は
画素領域の下半部を左右に２分しており、第２切欠部４
２０と第３切欠部４３０とは画素領域の上半部を３分し
ている。各切欠部４１０、４２０、４３０の両端部は拡
張されて二等辺三角形をなしている。
【００２２】前記ブラックマトリックスは有機物質で形
成することができ、カラーフィルターを薄膜トランジス
タ基板に形成することも可能である。
【００２３】以下、図１ｃを参考として、本発明の第１
実施例による液晶表示装置について説明する。
【００２４】図１ａの薄膜トランジスタ基板と図１ｂの
カラーフィルター基板を位置合わせして結合し、二つの
基板の間に液晶物質を注入して垂直に配向し、二つの偏
光板を二つの基板の外部にその偏光軸が互いに直交する
ように配置すると第１実施例による液晶表示装置が構成
される。二つの基板を位置合わせすれば薄膜トランジス
タ基板の画素電極９０の各小部分９１、９２、９３とカ
ラーフィルター基板の共通電極４００に形成されている
切欠部４１０、４２０、４３０が重なって画素領域を多
数のドメインに分割できる。この時、画素電極９０の各
小部分９１、９２、９３は二つの長辺と二つの短辺から
なり、各小部分の長辺はデータ線７０またはゲート線２
０と並んでおり、偏光板の偏光軸とは４５゜をなす（図
１ｃ参照）。ここで、データ線７０やゲート線２０と隣
接して画素電極の各小部分９１、９２、９３の長辺が位
置している場合にはデータ線７０と長辺の間及びゲート
線２０と長辺の間に維持容量線３０や維持電極３１、３
２、３３、３４が配置される。この時、維持容量線３０
や維持電極３１、３２、３３、３４は画素電極９０と一
部重畳し得る。つまり、維持容量線３０や維持電極３
１、３２、３３、３４はドメインの長辺にかかることが
ある。一方、画素電極の各小部分９１、９２、９３の短
辺周辺には維持容量配線３０、３１、３２、３３、３４
が配置されないか、配置されている場合には画素電極９
０によって完全に覆われたりまたは画素電極９０から３
μｍ以上遠く離れている。
【００２５】以上のようにデータ線及びゲート線と画素
電極小部分の長辺の間に共通電位が印加される維持配線
を配置すればデータ線電位とゲート線電位とがドメイン
内部の電界に与える影響を維持配線が遮断すると同時
に、維持配線に印加される共通電位がドメイン内部のフ
リンジフィールド（液晶が傾く方向を制御するために意
図的に形成する傾いた電気場）を強化する役割を果たし
て安定したドメインを形成することができる。また、画
素電極小部分の短辺の周辺には維持容量線や維持電極を
配置しないか、画素電極によって維持配線を覆うか（維
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7
持配線がドメインの内部に位置する。）、または３μｍ
以上遠く離れるように配置して維持配線に印加される共
通電位がドメイン内部の電界に影響を与えるのを防止す
る。これは画素電極小部分の長辺側と違って短辺側では
維持配線の共通電位はドメイン内部のフリンジフィール
ドを乱す方向に作用するためである。
【００２６】本発明の第２実施例による液晶表示装置に
ついて説明する。
【００２７】図２ａは本発明の第２実施例による液晶表
示装置用薄膜トランジスタ基板の配置図であり、図２ｂ
は本発明の第２実施例による液晶表示装置用カラーフィ
ルター基板の配置図であり、図２ｃは本発明の第２実施
例による液晶表示装置の配置図である。
【００２８】まず、図２ａを参考として本発明の第２実
施例による液晶表示装置の薄膜トランジスタ基板につい
て説明する。
【００２９】ガラスなどの透明な絶縁基板１０上に横方
向にのびているゲート線２０が形成されており、ゲート
線と並んで維持容量線３０が形成されている。ゲート線
２０にはゲート電極が２１突起の形態に形成されてお
り、維持容量線３０には第１乃至第５維持電極３１、３
２、３３、３４、３５が枝形態に連結されている。第１
維持電極３１は維持容量線３０に直接連結されて縦方向
に形成しており、第２維持電極３２と第３維持電極３３
は各々第１維持電極３１に連結されて横方向にのびてい
る。第４維持電極３４は第１及び第３維持電極３２、３
３に連結されて縦方向にのびており、第５維持電極３５
は第１維持電極３１に連結されて横方向にのびている。
また、第１維持電極３１に修理用突起３６が連結されて
いる。ゲート配線２０、２１と維持容量配線３０、３
１、３２、３３、３４、３５、３６との上にはゲート絶
縁膜４０が形成されており、ゲート電極２１上部のゲー
ト絶縁膜４０上には非晶質ケイ素からなる半導体層５０
が形成されている。半導体層５０の上にはリンなどのＮ
形不純物で高濃度にドーピングされた非晶質ケイ素から
なる接触層６１、６２が形成されている。両側接触層６
１、６２の上には各々ソース電極７１とドレーン電極７
２とが形成されており、ソース電極７１はゲート絶縁膜
４０上に縦方向にのびているデータ線７０に連結されて
いる。データ配線７０、７１、７２の上にはドレーン電
極７２を露出させる接触孔８１を有する保護膜８０が形
成されており、保護膜８０の上には接触孔８１を通じて
ドレーン電極７２と連結されている画素電極９０が形成
されている。画素電極９０はＩＴＯ（ｉｎｄｉｕｍ  ｔ
ｉｎ  ｏｘｉｄｅ）またはＩＺＯ（ｉｎｄｉｕｍ  ｚｉ
ｎｃｏｘｉｄｅ）などの透明な導電物質からなる。ま
た、修理用連結部９６がゲート線２０を通過して第５維
持電極３５及び維持容量線３０と重畳するように形成さ
れている。
【００３０】この時、画素電極９０は第１乃至第３小部
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分９１、９２、９３に分離されており、これら小部分は
連結部９４、９５を通じて互いに連結されてされてい
る。第１小部分９１は二つのゲート線２０と二つのデー
タ線７０の交差によって定義される画素領域の下半面に
四角部が切断された（以下"面取り"という）長方形で形
成されており、接触孔８１を通じてドレーン電極７２と
直接連結されている。第２及び第３小部分９２、９３は
画素領域の上半面にやはり四角部が切断された長方形で
形成されている。第２小部分９２は第１小部分９１と第
１連結部９４を通じて連結されており、第３小部分９３
は第２小部分９２と第２連結部９５を通じて連結されて
いる。この時、第１小部分９１と第２小部分９２の間に
は第２維持電極３２が位置して第２小部分９２と第３小
部分９３の間には第３維持電極３３が位置し、第１維持
電極３１と第４維持電極３４は画素電極９０とデータ線
７０との間に位置する。この時、第２及び第３小部分９
２、９３は第１及び第４維持電極３１、３４と重畳され
るが、第１小部分９１は第１及び第４維持電極３１、３
４と重畳されない。また、維持容量線３０はゲート線２
０と第３小部分９３との間に位置し、第５維持電極３５
はゲート線２０と第１小部分９１との間に位置する。こ
の時、維持容量線及び維持電極３０、３１、３２、３
３、３４、３５には後述するカラーフィルター基板の共
通電極電位が印加されるのが普通である。
【００３１】以上のように、データ線と画素電極との間
及びゲート線と画素電極との間に共通電位が印加される
維持容量線や維持電極を配置するとデータ線電位とゲー
ト線電位が画素領域の電界に与える影響を維持容量線と
維持電極が遮断して安定したドメインを形成することが
できる。
【００３２】次に、図２ｂに示したように、第２実施例
による液晶表示装置のカラーフィルター基板は切欠部４
１０、４２０、４３０の模様だけを除くと第１実施例に
よるカラーフィルター基板と同一な構造を有する。この
時、第１切欠部４１０は画素領域の下半部を左右に２分
しており、第２切欠部４２０と第３切欠部４３０は画素
領域の上半部を３分している点は第１実施例と同一であ
るが、各切欠部４１０、４２０、４３０の両端部の模様
が第１実施例と異なる。つまり、第１切欠部４１０は一
端部だけ拡張されており、第２及び第３切欠部４２０、
４３０は両端部が互いに反対側に折れている。
【００３３】図２ａの薄膜トランジスタ基板と図２ｂの
カラーフィルター基板とを位置合わせして結合し、二つ
の基板の間に液晶物質を注入して垂直に配向し、二つの
偏光板を二つの基板の外部にその偏光軸が互いに直交す
るように配置すれば第２実施例による液晶表示装置が構
成される。二つの基板を位置合わせすれば薄膜トランジ
スタ基板の画素電極９０の各小部分９１、９２、９３と
カラーフィルター基板の共通電極４００に形成されてい
る切欠部４１０、４２０、４３０が重なって画素領域を
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9
多数のドメインに分割する。この時、画素電極の各小部
分９１、９２、９３は二つの長辺と二つの短辺からな
り、各小部分の長辺はデータ線またはゲート線と並んで
いる。ここで、データ線７０やゲート線２０と隣接して
画素電極小部分の長辺が位置している場合には、データ
線７０及びゲート線２０と画素電極小部分の長辺の間に
維持容量線３０や維持電極３１、３２、３３、３４が配
置される。この時、維持容量線３０や維持電極３１、３
２、３３、３４は画素電極９０と一部重畳され得る。つ
まり、維持容量線３０や維持電極３１、３２、３３、３
４はドメインの長辺にかかっていることががある。一
方、ドメインの短辺の周辺には維持容量配線３０、３
１、３２、３３、３４が配置されないか、配置されてい
る場合には画素電極９０によって完全に覆われたりまた
は画素電極９０から３μｍ以上遠く離れている。
【００３４】以上のようにデータ線及びゲート線と画素
電極小部分の長辺との間に共通電位が印加される維持配
線を配置すると周辺のデータ線電位とゲート線電位がド
メイン内部の電界に与える影響を維持配線が遮断すると
同時に、維持配線に印加される共通電位がドメイン内部
のフリンジフィールド（液晶が傾く方向を制御するため
に意図的に形成する傾いた電気場）を強化する役割を果
たして安定したドメインを形成することができる。ま
た、画素電極小部分の短辺周辺には維持容量線や維持電
極を配置しないか、画素電極で維持配線を覆ったり（維
持配線がドメインの内部に位置する）または３μｍ以上
遠く離れるように配置して維持配線に印加される共通電
位がドメイン内部の電界に影響を与えることを防止す
る。これは画素電極小部分の長辺側と異なって短辺側で
は維持配線の共通電位はドメイン内部のフリンジフィー
ルドを乱す方向に作用するためである。
【００３５】以下、図３及び図４を参考として本発明の
効果について説明する。
【００３６】図３は本発明のように隣接ゲート線と画素
電極との間に共通電極電位を有する維持電極が配置され
ている場合とそうでない場合の電界を示した図面面であ
り、図４は本発明のように隣接データ線と画素電極との
間に共通電極電位を有する維持電極が配置されている場
合とそうでない場合における電界を示した図面である。
【００３７】まず、図３を見ると、本発明のように維持
電極が隣接ゲート線と画素電極との間に配置されていれ
ばゲートがオン（ｇａｔｅ  ｏｎ）である場合（走査信
号が印加されてゲート線がｏｎ電位を有する場合）とゲ
ートがオフ（ｇａｔｅ  ｏｆｆ）である場合（走査信号
が印加されなくてゲート線が０電位である場合）におい
て、液晶セル内部の電界が大きく変化しない。しかし、
維持電極が隣接ゲート線と画素電極との間に配置されて
いない場合にはゲートオンである場合とゲートオフであ
る場合との液晶セル内部の電界が大きく変わることが分
かる。これは共通電位が印加される維持電極がゲート線*
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*に沿って伝播する走査信号の影響を遮断するためであ
る。
【００３８】図４を見ると、隣接データ線と画素電極と
の間に維持電極を配置した場合にはデータ線の極性が変
わっても液晶セル内部の電界が大きく変動しない。しか
し、隣接データ線と画素電極との間に維持電極を配置し
ない場合にはデータ線の極性が変わることによって液晶
セル内部の電界が大きく変化する。これはデータ線に沿
って伝播する画像信号の影響を維持電極が遮断するため
である。
【００３９】以上の実施例では共通電極に形成されてい
る切欠部をドメイン分割のための手段として提示してい
るが、突起をドメイン分割手段として使用しても構わな
い。また、画素電極の小部分の数やドメイン分割手段と
小部分によって分割されるドメインの数等は必要に応じ
て多様に変更できる。また、画素電極の模様とドメイン
分割手段の模様も多様に変形できる。
【００４０】
【発明の効果】本発明によると、維持配線が周囲のゲー
ト線またはデータ線に沿って伝播する画像信号と走査信
号の影響を遮断すると同時に、維持配線に印加される共
通電位がドメイン内部のフリンジフィールド（液晶が傾
く方向を制御するために意図的に形成する傾いた電気
場）を強化する役割を果たして画素領域における電界を
安定にすることができ、ドメインの安定性を向上させる
ことができて優れた画質の液晶表示装置を備えることが
できる。
【図面の簡単な説明】
【図１ａ】本発明の第１実施例による液晶表示装置用薄
膜トランジスタ基板の配置図である。
【図１ｂ】本発明の第１実施例による液晶表示装置用カ
ラーフィルター基板の配置図である。
【図１ｃ】本発明の第１実施例による液晶表示装置の配
置図である。
【図１ｄ】図１ａのＩｄ-Ｉｄ'線による断面図である。
【図１ｅ】図１ｂのＩｅ-Ｉｅ'線による断面図である。
【図２ａ】本発明の第２実施例による液晶表示装置用薄
膜トランジスタ基板の配置図である。
【図２ｂ】本発明の第２実施例による液晶表示装置用カ
ラーフィルター基板の配置図である。
【図２ｃ】本発明の第２実施例による液晶表示装置の配
置図である。
【図３】本発明のようにゲート線と画素電極との間に共
通電極電位を有する維持電極が配置されている場合と、
そうでない場合の電界を示した図面である。
【図４】本発明のようにデータ線と画素電極との間に共
通電極電位を有する維持電極が配置されている場合と、
そうでない場合の電界を示した図面である。
【符号の説明】
１０  絶縁基板
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２０  ゲート線（第１配線）
２１  ゲート電極
３０  維持容量線（第３配線）
３１、３２、３３、３４、３５  維持電極
３６  修理用突起
４０  ゲート絶縁膜
５０  半導体層
６１、６２  接触層
７０  データ線（第２配線）
７１  ソース電極
７２  ドレーン電極 *

12
*８０  保護膜
８１  接触孔
９０  画素電極
９１，９２，９３  小部分
９４、９５  連結部
１００  基板
２００  ブラックマトリックス
３００  カラーフィルター
４００  共通電極
４１０、４２０、４３０  切欠部

【図１ａ】 【図１ｂ】 【図１ｃ】

【図１ｄ】

【図１ｅ】

【図２ａ】

【図２ｂ】
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